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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

我
が
国
の
人
権
状
況
と
「
世
界
人
権
宣
言
三
十
五
周
年
記
念
行
事
」
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
八
年
七
月
二
十
三
日 
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議 
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長 

福 
田 

 

一
殿 

 

提 

出 
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中 

路 

雅 

弘 

 

一 

 



 

は
、
こ
の
年
を｢

国
際
理
解
、
協
力
及
び
平
和
並
び
に
人
権
の
全
世
界
的
か
つ
効
果
的
な
尊
重
を
促
進
す
る
た
め 

に
特
別
な
努
力
を
払
う
機
会｣
と
す
る
た
め
、
各
国
政
府
、
非
政
府
機
関
に
対
し
、｢

世
界
人
権
宣
言
三
十
五
周
年

記
念
行
事｣

を
取
り
組
む
よ
う
よ
び
か
け
て
い
る
。 

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
。 

国
憲
法
の
平
和
的
民
主
的
諸
原
則
は
も
と
よ
り
、
国
際
社
会
に
お
け
る
人
権
の
擁
護
・
拡
充
の
方
向
に
も
反
す
る

事
態
が
広
範
に
現
出
す
る
と
い
う
由
々
し
い
人
権
状
況
を
温
存
し
よ
う
と
さ
え
し
て
い
る
。 

だ
が
、
日
本
政
府
は
、
こ
の
よ
び
か
け
に
対
し
て
、
極
め
て
消
極
的
な
姿
勢
を
と
つ
て
い
る
ば
か
り
か
、
日
本 

そ
こ
で
以
下
、
我
が
国
の
人
権
状
況
と
、
国
連
が
よ
び
か
け
た｢

世
界
人
権
宣
言
三
十
五
周
年
記
念
行
事｣

へ
の 

周
知
の
よ
う
に
今
年
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択(

一
九
四
八
年)

さ
れ
て
か
ら
三
十
五
周
年
に
あ
た
る
。
国
連 

我
が
国
の
人
権
状
況
と｢

世
界
人
権
宣
言
三
十
五
周
年
記
念
行
事
」
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

Ｂ
規
約
は
、
そ
の
第
四
十
条
第
一
項
で
、
各
締
約
国
に
対
し
、
「

(a)
当
該
締
約
国
に
つ
い
て
こ
の
規
約
が
効

力
を
生
ず
る
時
か
ら
一
年
以
内
に
、

(b)
そ
の
後
は
委
員
会
が
要
請
す
る
時
に
、
こ
の
規
約
に
お
い
て
認
め
ら
れ 

る
権
利
の
実
現
の
た
め
に
と
つ
た
措
置
及
び
こ
れ
ら
の
権
利
の
享
受
に
つ
い
て
も
た
ら
さ
れ
た
進
歩
に
関
す
る 

報
告
を
提
出
す
る
」
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
。
日
本
政
府
は
、
こ
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
国
連
人
権
委
員
会 

一 
国
際
人
権
規
約
に
基
づ
く
日
本
政
府
の
報
告
書
等
の
公
表
に
つ
い
て 

世
界
人
権
宣
言
を
法
的
拘
束
力
を
も
つ
条
約
に
発
展
さ
せ
た
、
い
わ
ゆ
る
人
権
規
約
（
一
九
六
六
年
の
国
連

第
二
十
一
回
総
会
で
採
択
）
は
、「
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」（
Ａ
規
約
）
、「
市

民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」（
Ｂ
規
約
）
及
び
、
Ｂ
規
約
に
定
め
ら
れ
た
権
利
侵
害
に
た
い
し

て
個
人
が
国
際
機
関
に
提
訴
す
る
こ
と
を
認
め
る｢

選
択
議
定
書｣

の
各
文
書
か
ら
な
り
、
日
本
政
府
は
、
一
九

八
一
年
、
国
の
内
外
か
ら
の
民
主
的
世
論
が
高
ま
る
も
と
で
、
Ａ
及
び
Ｂ
の
両
規
約
に
加
入
す
る
手
続
き
を
と

つ
た
。 

四 

 



 

3 

国
連
人
権
委
員
会
に
提
出
し
た
前
記
「
日
本
政
府
の
報
告
書
」
と
、
同
委
員
会
に
お
け
る
審
議
・
検
討
の
内 

2 

人
権
規
約
で
明
示
さ
れ
た
権
利
の
実
現
の
た
め
の
施
策
を
総
合
調
整
し
、
か
つ
一
元
的
に
所
管
す
る
部
局 

は
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。
定
め
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
こ
か
。 

1 

国
連
人
権
委
員
会
に
、
人
権
規
約
（
Ｂ
規
約
）
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
出
し
た
「
報
告
書
」

は
ど
の
レ
ベ
ル
で
決
定
さ
れ
た
文
書
か
―
―
事
務
次
官
会
議
な
り
閣
議
な
り
で
決
定
さ
れ
た
文
書
か
、
そ
れ
と

も
、
外
務
省
限
り
の
文
書
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

だ
が
、
提
出
さ
れ
た｢

報
告
書｣

は
、｢

規
約
に
規
定
さ
れ
て
い
る
権
利
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
日
本
国
憲
法 

 
 

に
よ
つ
て
保
障
さ
れ
て
い
る｣

と
す
る
な
ど
、
全
体
と
し
て
、
日
本
社
会
に
広
く
存
在
す
る
人
権
侵
害
の
実
態 

 

を
隠
ぺ
い
す
る
も
の
と
な
つ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
政
府
は
、
こ
の
「
報
告
書
」
と
人
権
委
員
会
の
審
議
・

検
討
の
内
容
を
国
民
に
一
切
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
。 

に
対
し
、
「
日
本
政
府
の
報
告
書
」
を
提
出
し
、
同
委
員
会
の
審
議
・
検
討
を
う
け
た
。 

五 

 



 

2 

国
際
人
権
規
約
は
、
各
締
約
国
に
対
し
、｢
こ
の
規
約
に
定
め
る
す
べ
て
の
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的 

 
 

 
 

権
利
の
享
有
に
つ
い
て
男
女
に
同
等
の
権
利
を
確
保
す
る
こ
と｣(

Ａ
規
約
第
三
条
）
、｢

こ
の
規
約
に
定
め
る 

 

す
べ
て
の
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
の
享
有
に
つ
い
て
男
女
に
同
等
の
権
利
を
確
保
す
る
こ
と｣(

Ｂ
規
約
第 

二 

人
権
規
約
加
入
に
際
し
て
の
保
留
の
解
除
、
婦
人
差
別
撤
廃
条
約
の
早
期
批
准
等
に
つ
い
て 

1 

前
記
の
と
お
り
、
日
本
政
府
は
、
一
九
八
一
年
、
国
際
人
権
規
約
の
う
ち
、
Ａ
及
び
Ｂ
の
両
規
約
に
加
入

す
る
手
続
き
を
と
つ
た
が
、
そ
の
際
、｢

公
の
休
日
に
つ
い
て
の
報
酬｣

保
障(

Ａ
規
約
第
七
条
(d）
）
、｢

同
盟
罷
業 

 
 

 

を
す
る
権
利｣(

Ａ
規
約
第
八
条
第
一
項

(d))

及
び｢

中
高
等
教
育
の
無
償
化
の
漸
進
的
実
現
」(

Ａ
規
約
第
十
三

条
第
二
項)

に
つ
い
て
保
留
す
る
と
と
も
に
、
「
選
択
議
定
書
」
へ
の
加
入
手
続
き
を
と
ら
な
か
つ
た
。 

容
を
、
政
府
の
責
任
で
広
く
国
民
に
公
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

政
府
は
、
こ
れ
ら
保
留
条
項
を
速
や
か
に
解
除
し
、「
選
択
議
定
書
」
へ
の
加
入
手
続
き
を
と
つ
て
、
国
際

人
権
規
約
が
定
め
る
権
利
を
国
民
の
権
利
と
し
て
保
障
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

六 

 



 

 
 

こ
れ
に
呼
応
し
て
、
憲
法
改
悪
阻
止
各
界
連
絡
会
議
を
始
め
、
自
由
法
曹
団
、
職
場
の
自
由
と
民
主
主
義
を 

 
 

政
府
は
、
母
性
保
護
を
切
り
捨
て
る
労
働
基
準
法
改
悪
の
企
て
を
即
時
中
止
す
る
と
と
も
に
そ
の
拡
充
に 

努
め
、
十
分
な
母
性
保
護
に
立
脚
し
て
男
女
平
等
を
保
障
す
る
雇
用
平
等
法
の
制
定
や
国
籍
法
の
改
正
な
ど 

婦
人
差
別
撤
廃
の
国
内
法
整
備
を
速
や
か
に
行
い
、
婦
人
差
別
撤
廃
条
約
を
早
急
に
批
准
す
べ
き
で
は
な
い 

か
。 

三 
｢

世
界
人
権
宣
言
三
十
五
周
年
記
念
行
事｣
へ
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て 

だ
が
、
現
実
に
は
、
婦
人
に
対
す
る
不
当
な
差
別
は
、
雇
用
や
賃
金
、
昇
進
な
ど
に
お
い
て
普
遍
的
に
み 

 
 

ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
教
育
の
機
会
や
社
会
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
広
範
に
存
在
し
て
い
る
。 

三
条)
及
び
働
く
婦
人
の
母
性
保
護(

Ａ
規
約
第
十
条
第
二
項)

な
ど
を
義
務
付
け
て
い
る
。 

国
連
は
、
前
記
の
と
お
り
、
各
国
政
府
及
び
非
政
府
機
関
に
対
し
、
「
世
界
人
権
宣
言
三
十
五
周
年
記
念
行 

事
」
を
取
り
組
む
よ
う
よ
び
か
け
て
い
る
。 

七 

 



 

 

八 
守
る
中
央
連
絡
会
議
、
新
日
本
婦
人
の
会
、
全
国
商
工
団
体
連
合
会
、
全
国
生
活
と
健
康
を
守
る
会
連
合
会
、 

 
 

全
国
部
落
解
放
運
動
連
合
会
、
統
一
戦
線
促
進
労
働
組
合
懇
談
会
、
日
本
国
民
救
援
会
、
日
本
婦
人
団
体
連
合 

 

会
の
十
団
体
は
、
「
世
界
人
権
宣
言
三
十
五
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
」
を
つ
く
り
、
九
月
に
討
論
集
会
、
十 

 

二
月
十
日
に
記
念
集
会
を
開
催
し
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、
我
が
国
の
人
権
状
況
を
「
人
権
白
書
」（
仮
称
）
に
ま
と

め
る
な
ど
の
多
様
な
運
動
を
す
す
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

政
府
と
し
て
も
、 

1 

国
連
の
よ
び
か
け
に
こ
た
え
、
世
界
人
権
宣
言
と
そ
の
後
の
人
権
理
念
の
発
展
経
過
を
広
く
国
民
に
明
ら 

か
に
す
る
記
念
行
事
を
、
国
民
各
界
、
各
層
と
協
力
し
て
展
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

2 

国
民
各
界
、
各
層
の
協
力
の
も
と
に
、
日
本
社
会
に
広
く
存
在
す
る
人
権
侵
害
の
実
態
を
調
査
・
検
討 

 
 

し
、
「
人
権
白
書
」(

仮
称)

に
ま
と
め
て
公
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 


